

















直線型である．洞口から－４～－６m の位置にあり，主洞の走行は N60°W である．古生層と琉球石灰岩との不整合部に
形成されており，洞内二次生成物は比較的よく発達している．主洞から北と南に支洞が枝分かれする．北支洞は130m で，
主洞とほぼ同じ方向に延び，洞高0.4～0.8m，洞幅0.5～１m の一定の規模を保って伸びている．南支洞は20m で比較的大
きな広間となっており，多くの人骨が出土すると記載されている．
赤崎鍾乳洞の南支洞で発見された古人骨や動物骨の一部は，洞窟管理者によって洞内で保管されてきた（図１）．現在
図１　与論島赤崎鍾乳洞
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の赤崎鍾乳洞管理人の椛山継男氏の許可により，長年，洞内で保管されてきた古人骨と動物骨の調査の機会が与えられた．
本稿は古人骨分の調査速報である．
赤崎鍾乳洞内から新たな古人骨を検出できないか，2018年１月20日と21日の両日，調査を行った．しかし，新たな古人
骨や動物骨は発見できなかった．
２．古人骨調査結果の概要
赤崎鍾乳洞に現在残る保管された骨は，人骨が４片，動物骨が１片である．以下，人骨の所見のみを書く．人骨は，左
大腿骨２片（骨体上部が１片，骨体中央から下部にかけて１片），右大腿骨１片（骨体上部），左脛骨１片（骨体部）であ
る（図２）．すべての骨片に黒色物が付着している．左右の大腿骨片３片は，この黒色物によって全外表面が覆われている．
左脛骨片は，後面のみに黒色物が付着している．黒色物が付着している面は，南支洞の床面上にあり，空気や流れ落ちる
水滴と常時接触していたと考えられる．また，黒色物が付着していない面は，土中に埋もれていたために付着しなかった
可能性が考えられる．
３．おわりに
今後，赤崎鍾乳洞で保管されてきた古人骨や動物骨について，放射性炭素年代測定を行い，所属年代を確定させたい．
年代を確定させたうえで，人骨と動物骨について，詳細な観察と計測など，人類学的精査を行っていきたい．
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